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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月20日(2016.12.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法において、
　データをノードに送信するための複数のアップリンク（ＵＬ）サブフレームを含む送信
時間間隔（ＴＴＩ）バンドルを識別することと、
　前記ＴＴＩバンドル中のＵＬサブフレームのセグメントを識別することと、
　前記ＴＴＩバンドル中のＵＬサブフレームのセグメントを通してデータを前記ノードに
送信するときに、送信電力を維持することとを含む方法。
【請求項２】
　前記ＵＬサブフレームのセグメントは、仮定したコヒーレントな推定間隔に対応する請
求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＬサブフレームのセグメントは、前記ＴＴＩバンドル中の複数のＵＬサブフレー
ムに対応する請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記セグメントのサイズは、準静的に構成されている請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記ＴＴＩバンドル中の前記ＵＬサブフレームのセグメントを通して送信電力を維持す
ることは、アップリンク電力制御コマンドを監視することをスキップすることか、または
、前記アップリンク電力制御コマンドを監視するが、適用することをスキップすることの
うちの少なくとも１つを含む請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記ＴＴＩバンドル中の前記ＵＬサブフレームのセグメントを通して、タイミングまた
は周波数のうちの少なくとも１つを維持することをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記ＴＴＩバンドル中の前記ＵＬサブフレームのセグメントを通して、タイミングまた
は周波数のうちの少なくとも１つを維持することは、同一のＴＴＩバンドルのセグメント
毎のベースでＵＬ送信と周波数を更新することを含む請求項６記載の方法。
【請求項８】
　セグメントにわたるＵＬタイミングと周波数の更新は、前記ノードによって発行される
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タイミングアドバンス（ＴＡ）コマンドによってトリガされる請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記ＴＡコマンドは、新たなセグメントの開始をシグナリングする請求項８記載の方法
。
【請求項１０】
　セグメントサイズは準静的に構成され、
　前記ＵＥは、ＴＡコマンドを受信した後、次のセグメント中のＵＬタイミングと周波数
を更新する請求項８記載の方法。
【請求項１１】
　各セグメント内のダウンリンク（ＤＬ）とＵＬの両方に対して、時間と周波数の追跡を
ディセーブルすることをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＴＴＩバンドルの期間の間、ダウンリンクサブフレームを監視することをスキップ
することをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項１３】
　前記ノードから受信した信号に少なくとも部分的に基づいて、前記セグメントを通して
送信電力を維持するか否かを決定することをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項１４】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置において、
　データをノードに送信するための複数のアップリンク（ＵＬ）サブフレームを含む送信
時間間隔（ＴＴＩ）バンドルを識別するようにと、
　前記ＴＴＩバンドル中のＵＬサブフレームのセグメントを識別するようにと、
　前記ＴＴＩバンドル中のＵＬサブフレームのセグメントを通してデータを前記ノードに
送信するときに、送信電力を維持するように構成されている少なくとも１つのプロセッサ
と、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備する装置。
【請求項１５】
　コンピュータ上で実行されるとき、請求項１ないし１３のいずれか１項記載の方法を実
行するための命令を備えるコンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　　［００９１］
　先述のものは、本開示の実施形態に向けられているが、この基本的な範囲から逸脱する
ことなく、開示の他のさらなる実施形態を考案してもよく、この範囲は、以下の特許請求
の範囲によって決定される。
　以下に、本願出願時の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法において、
　データをノードに送信するための複数のアップリンク（ＵＬ）サブフレームを含む送信
時間間隔（ＴＴＩ）バンドルを識別することと、
　前記ＴＴＩバンドル中のＵＬサブフレームのセグメントを識別することと、
　前記ＴＴＩバンドル中のＵＬサブフレームのセグメントを通してデータを前記ノードに
送信するときに、送信電力を維持することとを含む方法。
　［２］前記ＵＬサブフレームのセグメントは、仮定したコヒーレントな推定間隔に対応
する［１］記載の方法。
　［３］前記ＵＬサブフレームのセグメントは、前記ＴＴＩバンドル中の複数のＵＬサブ
フレームに対応する［１］記載の方法。
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　［４］前記セグメントのサイズは、準静的に構成されている［１］記載の方法。
　［５］前記ＴＴＩバンドル中の前記ＵＬサブフレームのセグメントを通して送信電力を
維持することは、アップリンク電力制御コマンドを監視することをスキップすることか、
または、前記アップリンク電力制御コマンドを監視するが、適用することをスキップする
ことのうちの少なくとも１つを含む［１］記載の方法。
　［６］前記ＴＴＩバンドル中の前記ＵＬサブフレームのセグメントを通して、タイミン
グまたは周波数のうちの少なくとも１つを維持することをさらに含む［１］記載の方法。
　［７］前記ＴＴＩバンドル中の前記ＵＬサブフレームのセグメントを通して、タイミン
グまたは周波数のうちの少なくとも１つを維持することは、同一のＴＴＩバンドルのセグ
メント毎のベースでＵＬ送信と周波数を更新することを含む［６］記載の方法。
　［８］セグメントにわたるＵＬタイミングと周波数の更新は、前記ノードによって発行
されるタイミングアドバンス（ＴＡ）コマンドによってトリガされる［７］記載の方法。
　［９］前記ＴＡコマンドは、新たなセグメントの開始をシグナリングする［８］記載の
方法。
　［１０］セグメントサイズは準静的に構成され、
　前記ＵＥは、ＴＡコマンドを受信した後、次のセグメント中のＵＬタイミングと周波数
を更新する［８］記載の方法。
　［１１］各セグメント内のＤＬ（ダウンリンク）とＵＬの両方に対して、時間と周波数
の追跡をディセーブルすることをさらに含む［１］記載の方法。
　［１２］前記ＴＴＩバンドルの期間の間、ダウンリンクサブフレームを監視することを
スキップすることをさらに含む［１］記載の方法。
　［１３］前記ノードから受信した信号に少なくとも部分的に基づいて、前記セグメント
を通して送信電力を維持するか否かを決定することをさらに含む［１］記載の方法。
　［１４］前記ノードから受信した前記信号は、前記セグメントを通して送信電力を維持
することをイネーブルするビット信号を含む［１３］記載の方法。
　［１５］前記信号は、セル特有である［１３］記載の方法。
　［１６］前記信号は、準静的である［１３］記載の方法。
　［１７］前記バンドルのサイズに少なくとも部分的に基づいて、前記セグメントの間に
送信電力を維持するか否かを決定することをさらに含む［１］記載の方法。
　［１８］前記バンドルのサイズが、しきい値よりも大きい場合、送信電力を維持するよ
うに決定することをさらに含む［１７］記載の方法。
　［１９］時分割デュプレックス（ＴＤＤ）ダウンリンク／アップリンクサブフレームコ
ンフィギュレーションに基づいて、送信電力を維持するか否かを決定することをさらに含
む［１７］記載の方法。
　［２０］ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法において、
　データをノードに送信するための複数のアップリンク（ＵＬ）サブフレームを含む送信
時間間隔（ＴＴＩ）バンドルを識別することと、
　前記ＴＴＩバンドルの期間の間、ダウンリンクサブフレームを監視することをスキップ
することとを含む方法。
　［２１］前記ダウンリンクサブフレームを監視することをスキップすることは、すべて
のダウンリンクの信号およびチャネルの受信を無視することを含む［２０］記載の方法。
　［２２］前記ダウンリンクサブフレームを監視することをスキップすることは、少なく
ともいくつかのダウンリンクの信号およびチャネルの受信を無視することを含む［２０］
記載の方法。
　［２３］前記ＴＴＩバンドル中の１つ以上のアップリンクサブフレームを前記ノードに
送信することと、
　前記ＴＴＩバンドルの期間が完了した後、ダウンリンク監視を実行することとをさらに
含む［２０］記載の方法。
　［２４］前記ＴＴＩバンドル中の、１つ以上のダウンリンクサブフレームと１つ以上の
特別なサブフレームとを、仮想アップリンクサブフレームとして取り扱うことをさらに含
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む［２０］記載の方法。
　［２５］前記ＴＴＩバンドル中の他のアップリンクサブフレームの電力に類似する電力
で、前記仮想アップリンクサブフレームを送信することをさらに含む［２４］記載の方法
。
　［２６］前記仮想アップリンクサブフレーム中でアップリンク情報を送信することをさ
らに含む［２４］記載の方法。
　［２７］前記仮想アップリンクサブフレーム中で前記アップリンク情報を送信すること
は、
　同一のサブフレーム中のダウンリンクトラフィックと、前記アップリンク情報を周波数
多重化することを含む［２６］記載の方法。
　［２８］時分割デュプレックス中の同一のサブフレーム中の、アップリンクとダウンリ
ンクのトラフィック間のガード帯域をイネーブルして、相互干渉を緩和させることをさら
に含む［２７］記載の方法。
　［２９］ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置において、
　データをノードに送信するための複数のアップリンク（ＵＬ）サブフレームを含む送信
時間間隔（ＴＴＩ）バンドルを識別するようにと、
　前記ＴＴＩバンドル中のＵＬサブフレームのセグメントを識別するようにと、
　前記ＴＴＩバンドル中のＵＬサブフレームのセグメントを通してデータを前記ノードに
送信するときに、送信電力を維持するように構成されている少なくとも１つのプロセッサ
と、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備する装置。
　［３０］ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置において、
　データをノードに送信するための複数のアップリンク（ＵＬ）サブフレームを含む送信
時間間隔（ＴＴＩ）バンドルを識別するようにと、
　前記ＴＴＩバンドルの期間の間、ダウンリンクサブフレームを監視することをスキップ
するように構成されている少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備する装置。
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